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2７

「
能
楽
研
究
』
一
一
一
八
号
掲
載
「
王
屋
謡
本
の
研
究
（
｜
）
ｌ
王
屋
謡
本
諸
本
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
」
（
二
○
’
四
年
七
月
。
以
下

「
（
｜
上
）
で
は
、
王
屋
謡
本
の
伝
本
の
報
告
、
古
活
字
本
（
以
下
「
古
王
屋
本
」
）
と
整
版
本
（
以
下
「
整
玉
屋
本
」
）
と
の
比
較
を
行
な
っ
た
。
本

稿
は
そ
の
続
稿
で
あ
る
。
（
｜
）
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
整
玉
屋
本
の
版
面
は
古
玉
屋
本
に
酷
似
。
古
玉
屋
本
を
切
り
貼
り
す
る
な
ど
に
し
て
、
そ
の
ま
ま
版
下
に
用
い
て
い
る
。

②
古
王
屋
本
と
整
玉
屋
本
を
比
較
す
る
と
、
全
体
の
三
分
の
一
一
ほ
ど
の
曲
に
異
同
が
あ
る
。
異
同
が
多
い
曲
は
全
体
の
六
分
の
一
ほ

玉
屋
謡
本
の
研
究
（
二
）

③
整
玉
屋
本
は
元
和
卯
月
本
を
も
と
に
し
た
改
訂
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
う
考
え
ら
れ
な
い
箇
所
も
あ
る
。

④
所
収
曲
に
若
干
の
出
入
り
が
あ
る
。

⑤
整
玉
屋
本
は
無
印
本
・
朱
印
本
・
墨
印
本
・
寛
永
本
が
あ
る
が
、
印
は
必
ず
し
も
「
種
類
」
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
朱

は
じ
め
に

ど
Ｏ

ｌ
「
王
屋
謡
本
系
」
と
い
う
系
統
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

伊
海
孝
充



印
本
間
に
も
微
細
な
異
同
が
あ
る
。

肥
二
）
で
は
い
く
つ
か
の
問
題
を
積
み
残
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
江
戸
時
代
初
期
観
世
流
謡
本
の
中
に
お
け
る
玉
屋
謡
本
の
位
置
、
具
体

的
に
は
王
屋
謡
本
と
光
悦
謡
本
（
以
下
「
光
悦
本
」
）
・
元
和
卯
月
本
（
以
下
「
卯
月
本
」
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

こ
の
三
種
の
謡
本
の
関
係
に
つ
い
て
は
「
詞
章
は
光
悦
謡
本
と
元
和
卯
月
本
の
中
間
的
性
質
で
、
文
句
は
光
悦
謡
本
に
よ
り
近
い
」

会
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題
上
」
一
九
九
○
年
）
と
説
明
さ
れ
、
古
王
屋
本
と
整
玉
屋
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
「
改
訂
さ
れ
た
詞
章
は

ほ
と
ん
ど
元
和
卯
月
本
と
一
致
し
、
卯
月
本
に
影
響
さ
れ
て
の
改
訂
に
違
い
な
い
」
（
前
掲
書
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
見
解
は
表
章
の
研
究
に
拠
る
も
の
だ
が
、
表
は
近
年
の
講
演
で
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

江
戸
初
期
に
お
び
た
だ
し
く
刊
行
さ
れ
た
観
世
流
謡
本
に
つ
い
て
私
は
以
前
か
ら
、
光
悦
本
と
元
和
卯
月
本
と
玉
屋
本
の
一
一
一
系
統
が

丁
寧
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
内
に
誰
か
が
王
屋
本
を
調
べ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
た
の
で
す
が
、
ま
だ
誰
も

や
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
天
理
本
の
フ
ィ
ル
ム
は
能
楽
研
究
所
に
あ
っ
て
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
の
で
す
。
江
戸
初
期
に
は
元
和
卯
月
本

に
負
け
な
い
ぐ
ら
い
勢
力
の
あ
っ
た
謡
本
で
、
文
句
も
か
な
り
違
う
の
で
す
。
ぜ
ひ
ど
な
た
か
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
調
査
対
象
で

す
。
（
「
謡
本
研
究
の
今
昔
」
『
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
一
一
一
号
、
一
一
○
一
○
年
三
月
）

『
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題
上
」
な
ど
に
表
の
王
屋
謡
本
に
関
す
る
見
解
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
主
に
鴻
山
文

庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
整
玉
屋
本
に
基
づ
く
ら
し
く
、
傍
線
部
の
よ
う
に
、
表
自
身
が
ま
だ
研
究
の
余
地
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
｜
）
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
整
玉
屋
本
が
古
玉
屋
本
を
版
下
と
し
て
利
用
し
て
い
な
が
ら
、
詞
章
に
は
多
く
の
異
同
が
見
い
だ
せ
る
の

で
、
両
者
の
差
異
が
ど
の
よ
う
に
生
じ
た
の
か
、
光
悦
本
と
卯
月
本
と
の
比
較
を
も
と
に
考
え
て
み
た
い
。

推
測
に
は
あ
ま
り
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
。
卯
月
本
や
光
悦
本
に
つ
い
て
は
精
査
し
て
い
ま
す
が
、
王
屋
本
に
つ
い
て
調
査
が
ざ
ほ
ど

あ
る
の
だ
と
繰
り
返
し
主
張
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
確
か
だ
と
思
い
ま
す
が
、
光
悦
本
↓
王
屋
本
↓
卯
月
本
の
流
れ
だ
ろ
う
と
の



２９王屋謡本の研究(二）

【
古
玉
屋
本
に
あ
っ
て
光
悦
本
に
な
い
曲
】

特
製
本
…
張
良
・
半
蔀
・
弓
八
幡
・
養
老
・
吉
野
静
・
鍾
埴
・
接
待

上
製
本
・
色
替
り
本
…
張
良
・
半
蔀
・
弓
八
幡
・
養
老
・
吉
野
静

甲
種
本
…
半
蔀

【
光
悦
本
に
あ
っ
て
古
玉
屋
本
に
な
い
曲
］

特
製
本
…
右
近
・
小
塩
・
鉄
輪
・
春
栄
・
丹
後
物
狂
・
檜
垣
・
氷
室
・
放
生
川
・
松
虫

上
製
本
・
色
替
り
本
…
右
近
・
小
塩
・
鉄
輪
・
春
栄
・
蝉
丸
・
玉
井
・
丹
後
物
狂
・
木
賊
・
檜
垣
・
氷
室
・
放
生
川
・
松
虫

甲
種
本
…
小
塩
・
春
栄
・
松
虫

本
節
の
結
論
を
先
に
述
べ
て
お
く
と
、
古
王
屋
本
は
〃
王
屋
謡
本
系
“
と
呼
び
う
る
本
で
は
な
く
、
光
悦
本
系
の
一
種
で
あ
る
。
以
下
、

そ
う
い
え
る
具
体
例
を
挙
げ
て
説
明
し
た
い
。

ま
ず
所
収
曲
で
あ
る
。
光
悦
本
は
表
章
が
作
成
し
た
分
類
に
後
年
発
見
さ
れ
た
新
種
本
を
加
え
る
と
、
帖
装
本
と
袋
綴
本
を
併
せ
て
十

八
種
あ
る
が
、
主
要
の
種
は
百
曲
く
ら
い
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
古
王
屋
本
も
百
曲
百
冊
現
存
し
て
い
る
が
、
両
者
を
比
べ
る
と
数
曲
の
出

入
が
あ
る
。
そ
れ
を
光
悦
本
特
製
本
・
上
製
本
（
追
加
本
を
含
）
・
色
替
り
本
（
追
加
本
・
補
充
本
を
含
）
・
袋
綴
並
製
甲
種
本
に
わ
け
て
整

理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

古
活
字
王
屋
謡
本
と
光
悦
謡
本
の
関
係



3０

「
葵
上
」

（
｜
）
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
古
王
屋
本
は
現
存
以
外
の
曲
も
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
の
で
、
実
際
は
右
に
挙
げ
た
曲
か
ら
増
減
す

る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
結
果
を
見
る
と
、
古
王
屋
本
は
帖
装
本
よ
り
も
袋
綴
本
に
よ
り
近
い
位
置
に
あ
る
と
い
え
る
。
甲
種
本
に

あ
っ
て
古
玉
屋
本
に
な
い
曲
は
三
曲
で
あ
る
が
、
「
小
塩
」
と
「
松
虫
」
は
整
玉
屋
本
に
あ
る
の
で
、
古
王
屋
本
と
し
て
も
制
作
さ
れ
て

い
た
可
能
性
が
高
い
。
袋
綴
本
の
制
作
環
境
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
慶
長
十
年
前
後
に
帖
装
本
が
刊
行
さ
れ
た
後
に
刊
行
さ

れ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
古
王
屋
本
が
制
作
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
元
和
期
と
ほ
ぼ
重
な
る
。

次
に
詞
章
で
あ
る
。
光
悦
本
の
代
表
的
な
伝
本
で
あ
る
帖
装
本
の
特
製
本
・
上
製
本
・
色
替
り
本
と
古
玉
屋
本
百
冊
を
比
べ
る
と
、
大

半
の
曲
の
詞
章
が
一
致
し
、
異
同
が
見
つ
か
っ
た
曲
は
全
体
の
一
割
以
下
の
九
曲
の
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
異
同
が
あ
る
曲
も
ほ
と
ん
ど
が

一
箇
所
、
多
く
て
も
二
箇
所
程
度
し
か
差
異
が
な
い
。

両
本
の
異
同
が
少
な
い
の
で
、
そ
の
箇
所
を
全
褐
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
所
収
曲
が
古
玉
屋
本
に
も
っ
と
も
類
似
し
て
い

た
袋
綴
本
並
製
甲
種
本
も
、
袋
綴
本
の
中
で
は
数
少
な
い
準
揃
本
な
の
で
、
こ
こ
で
併
せ
て
比
較
し
て
み
る
。

【
古
玉
屋
本
】
差
に
て
る
日
の
御
子
と
て
ご
丁
表
）

【
特
製
本
］
差
に
て
る
ひ
の
神
子
と
申
て
つ
丁
表
）

※
上
製
本
・
色
替
り
本
は
特
製
本
と
同
文

［
甲
種
本
】
こ
、
に
て
る
日
の
御
子
と
て
二
丁
表
）

ご
覧
①
】
古
活
字
玉
屋
謡
本
と
光
悦
謡
本
の
異
同
箇
所



３１王屋謡本の研究(二）

「
浮
舟
」

【
古
玉
屋
本
］
う
き
舟
の
御
事
は
委
承
ぬ
。
備
々
御
身
は
い
つ
く
に
す
む
人
そ
（
六
丁
表
）

【
特
製
本
】
浮
舟
の
御
事
は
委
承
ぬ
。
扱
御
身
は
い
つ
く
に
す
む
人
そ
（
六
丁
裏
）

※
上
製
本
は
特
製
本
と
同
文

【
色
替
り
本
】
浮
舟
の
御
事
は
委
く
承
ぬ
。
担
々
御
身
は
何
く
に
す
む
人
そ
（
六
丁
裏
）

［
甲
種
本
］
浮
舟
の
御
事
は
委
く
承
ぬ
。
扱
々
御
身
は
何
く
に
す
む
人
そ
（
六
丁
裏
）

「
海
士
」

「
鵜
羽
」

【
古
玉
屋
本
］
さ
れ
は
御
誕
生
日
も
（
三
丁
裏
）

【
特
製
本
】
さ
れ
は
其
御
誕
生
日
も
（
四
丁
表
～
裏
）

※
上
製
本
・
色
替
り
本
・
甲
種
本
は
特
製
本
と
同
文

［
古
王
屋
本
］
御
前
に
て
ま
な
ふ
て
御
目
に
懸
候
へ
シ
テ
詞
さ
ら
は
・
・
・
（
八
丁
表
）

【
特
製
本
］
御
前
に
て
ま
は
ふ
て
御
目
に
か
け
候
ヘ
シ
テ
詞
い
や
Ｊ
～
た
、
い
ま
申
事
さ
へ
い
か
、
に
て
候
に
。
そ
れ
ま
て
は
あ
ま
り
に

ひ
む
な
う
侯
ワ
キ
詞
く
る
し
か
ら
ぬ
事
。
た
ｎ
そ
と
ま
な
ふ
て
御
目
に
か
け
候
ヘ
シ
テ
さ
ら
は
…
（
九
丁
表
～
裏
）

※
上
製
本
・
色
替
り
本
は
特
製
本
と
同
文

【
甲
種
本
】
御
前
に
て
ま
な
ふ
て
御
目
に
か
け
候
ヘ
シ
テ
詞
さ
ら
は
…
（
九
丁
表
～
裏
）



3２

「
盛
久
」

「
東
岸
居
士
」

【
古
王
屋
本
】
せ
う
に
又
ま
う
さ
く
。
あ
ら
え
る
所
の
佛
法
の
を
も
む
き
（
四
丁
表
）

［
特
製
本
】
せ
う
に
又
ま
う
さ
く
。
あ
ら
ゆ
る
所
の
仏
法
の
を
も
む
き
（
四
丁
表
～
裏
）

【
上
製
本
］
せ
う
に
又
ま
う
さ
く
。
あ
ら
え
る
所
の
佛
法
の
を
も
む
き
（
四
丁
表
～
裏
）

※
色
替
り
本
・
甲
種
本
は
上
製
本
と
同
文

「
天
鼓
」

【
古
玉
屋
本
】

「
項
羽
」

【
特
製
本
】
ふ
し
き
や
な
は
や
あ
け
か
た
の
水
上
よ
り
。
か
す
か
に
う
か
ひ
よ
る
者
は
。
い
か
な
る
老
そ
名
を
な
の
れ
（
十
一
丁
表
～
裏
）

※
上
製
本
・
色
替
り
本
・
甲
種
本
は
特
製
本
と
同
文

【
古
玉
屋
本
】
シ
テ
さ
ら
は
此
花
を
給
ら
ふ
す
る
に
て
候
（
三
丁
裏
）

［
特
製
本
】
シ
テ
さ
ら
は
此
草
を
給
は
ら
ふ
す
る
に
て
候
（
四
丁
表
）

※
上
製
本
・
色
替
り
本
・
甲
種
本
は
特
製
本
と
同
文

表
、－〆

ふ
し
き
や
な
は
や
更
す
く
る
水
の
お
も
に
け
し
た
る
も
の
国
見
え
け
る
は
。
い
か
な
る
者
そ
名
を
名
乗
れ
（
九
丁
裏
～
十
丁



３３王屋謡本の研究(二）

以
上
の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
の
異
同
は
コ
ト
バ
の
部
分
（
節
が
な
い
箇
所
）
で
あ
り
、
微
細
な
差
異
が
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

「
篭
太
鼓
」

【
古
玉
屋
本
］
汝
は
篭
よ
り
出
す
へ
し
ま
つ
直
に
申
候
二
五
丁
表
）

【
特
製
本
］
汝
を
篭
よ
り
出
す
へ
し
ま
つ
す
ぐ
に
申
候
へ
（
五
丁
裏
）

※
上
製
本
・
色
替
り
本
は
特
製
本
と
同
文

【
甲
種
本
］
汝
は
篭
よ
り
出
す
へ
し
ま
つ
す
ぐ
に
申
候
へ
（
五
丁
裏
）

「
盛
久
」

【
古
玉
屋
本
】
シ
テ
籾
は
暫
の
時
刻
に
て
候
。
き
て
も
こ
の
程
士
屋
殿
の
御
芳
志
。
申
も
中
々
を
ろ
か
也
。
（
五
丁
表
～
裏
）

【
特
製
本
】
シ
テ
扱
々
暫
の
時
刻
に
て
候
。
ざ
て
も
此
ほ
と
士
屋
殿
の
御
芳
志
。
申
も
な
か
ノ
ー
を
ろ
か
な
り
。
（
六
丁
表
）

【
上
製
本
】
シ
テ
扱
は
暫
の
時
刻
に
て
候
。
ざ
て
も
此
ほ
と
土
屋
殿
の
御
芳
志
。
申
も
な
か
ノ
ー
を
ろ
か
な
り
。
（
六
丁
表
）

※
色
替
り
本
・
甲
種
本
は
上
製
本
と
同
文

［
古
玉
屋
本
］
ワ
キ
詞
あ
ら
痛
は
し
や
盛
久
の
濁
こ
と
を
仰
候
そ
や
（
四
丁
表
）

［
特
製
本
］
ワ
キ
詞
あ
ら
い
た
は
し
や
候
盛
久
の
燭
こ
と
を
仰
候
そ
や
（
四
丁
裏
～
五
丁
表
）

［
上
製
本
］
ワ
キ
詞
あ
ら
痛
は
し
や
盛
久
の
燭
こ
と
を
仰
候
そ
や
（
四
丁
裏
～
五
丁
表
）

※
色
替
り
本
・
甲
種
本
は
上
製
本
と
同
文
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甲
種
本
が
色
替
り
本
と
近
似
す
る
こ
と
は
、
表
章
に
よ
っ
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
『
図
説
光
悦
謡
本
』
に
は
「
玉
か
づ
ら
」

七
丁
裏
「
哀
と
も
」
の
節
付
の
異
同
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
（
写
真
１
）
。
上
製
本
な
ど
が
「
シ
テ
上
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
、
色
替
り

本
・
甲
種
本
は
「
シ
テ
下
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
光
悦
本
の
帖
装
本
は
特
製
本
・
上
製
本
・
色
替
り
本
で
細
か
い
差
異
が
あ
る

の
だ
が
、
甲
種
本
を
は
じ
め
と
す
る
袋
綴
並
製
本
は
色
替
り
本
の
影
響
下
に
制
作
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
玉
か
づ
ら
」
の
異
同
箇
所
に
注
目
す
る
と
、
古
王
屋
本
も
Ｌ
字
の
ゴ
マ
点
が
異
な
る
も
の
の
色
替
り
本
系
統
の
節
付
と
一
致
す

る
。
す
な
わ
ち
、
古
王
屋
本
は
光
悦
謡
本
系
の
一
種
で
あ
り
、
さ
ら
に
厳
密
に
言
え
ば
色
替
り
本
系
統
の
袋
綴
並
製
甲
種
本
の
影
響
下
に

さ
ら
に
右
の
異
同
箇
所
を
一
見
し
て
明
ら
か
な
い
よ
う
に
、
古
王
屋
本
は
袋
綴
並
製
甲
種
本
に
最
も
類
似
し
て
い
る
。
帖
装
本
と
古
王

屋
本
を
比
べ
る
と
、
特
製
本
と
は
右
の
八
曲
九
箇
所
は
す
べ
て
異
な
り
、
上
製
本
と
は
七
曲
七
箇
所
、
色
替
り
本
と
は
六
曲
六
箇
所
が
異

な
っ
て
い
る
。
帖
装
本
の
中
で
は
色
替
り
本
が
最
も
類
似
し
て
い
る
が
、
甲
種
本
は
前
述
し
た
「
鵜
羽
」
「
項
羽
」
「
天
鼓
」
の
三
曲
以
外
、

帖
装
本
と
の
異
同
箇
所
が
古
玉
屋
本
と
一
致
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
誤
植
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
除
く
と
古
玉
屋
本
と
甲
種
本
の
異
同
は

系
」
Ｌ

ろ
う
。

古
王
屋
本
が
光
悦
本
諸
本
す
べ
て
と
異
な
る
箇
所
は
「
鵜
羽
」
「
項
羽
」
「
天
鼓
」
の
三
箇
所
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
内
の
一
一
つ
は
王
屋

本
の
誤
植
に
よ
っ
て
生
じ
た
可
能
性
が
高
い
。
「
天
鼓
」
は
古
玉
屋
本
と
卯
月
本
と
が
近
似
す
る
の
で
（
卯
月
本
な
ど
は
「
け
し
た
る
人

の
」
）
、
古
王
屋
本
と
光
悦
本
と
は
異
な
る
本
文
だ
と
い
え
る
。
し
か
し
、
「
鵜
羽
」
は
整
玉
屋
本
や
前
代
・
同
時
代
の
写
本
も
ほ
と
ん
ど

が
「
其
」
が
入
り
、
「
項
羽
」
も
古
王
屋
本
以
外
は
「
花
」
で
は
な
く
「
草
」
で
あ
る
の
で
、
こ
の
本
が
独
自
の
本
文
を
持
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
単
な
る
誤
植
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
も
し
誤
植
で
は
な
い
と
し
て
も
、
こ
の
違
い
を
も
っ
て
古
王
屋
本
は
「
玉
屋
謡
本

系
」
と
呼
び
う
る
独
自
本
文
を
持
っ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
の
で
、
や
は
り
「
光
悦
謡
本
系
」
の
一
つ
と
い
う
位
置
づ
け
が
妥
当
で
あ

一
曲
一
箇
所
し
か
な
い
。
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な
く
、
｜
光
悦
一
読
本
系
」
の
一
つ
で
あ
る
と
主
張
で
き
る
だ
ろ
う
。

古
活
字
王
屋
謡
本
が
“
光
悦
謡
本
系
”
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
”
王
屋
謡
本
系
“
と
い
う
詞
章
系
統
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

（
｜
）
で
示
し
た
と
お
り
、
古
王
屋
本
と
盤
王
屋
本
に
は
少
な
か
ら
ず
異
同
が
あ
る
。
王
屋
謡
本
系
と
い
う
詞
章
系
統
が
あ
る
と
し
た
ら
、

写
真
１

光
悦
謡
本
上
製
本
（
右
）
と
色
替
り
本
（
左
）
「
玉
か
つ
ら
」
七
丁
裏
の

一
部
（
と
も
に
法
政
大
学
鳩
山
文
庫
蔵
本
に
よ
る
）

￣）一 ｜
蟇
二
一

系

二
整
版
玉
屋
本
の
特
質

－m■

ヒ
ハ
止
一
一

一
一

制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
、
コ
ト
バ
の
部
分
の
異
同
に
注
目
し
、
古
王
屋
本
の
詞
章

の
系
統
を
確
認
し
た
。
謡
本
は
フ
シ
（
節
が
あ
る
部
分
）
の
部
分
よ

り
も
コ
ト
バ
の
部
分
に
異
同
が
生
じ
や
す
い
。
そ
の
た
め
、
謡
本

の
独
自
性
を
考
え
る
場
合
は
前
者
の
異
同
が
重
要
視
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
光
悦
本
と
古
王
屋
本
の
異
同
は
数
が
少
な
い
だ
け
で
な

く
、
ほ
と
ん
ど
が
コ
ト
バ
の
部
分
で
あ
る
こ
と
も
両
者
の
関
係
性

を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。

古
玉
屋
本
の
前
後
に
刊
行
さ
れ
た
光
悦
本
と
卯
月
本
を
比
べ
る

と
、
フ
シ
の
部
分
に
も
異
同
が
散
見
で
き
る
が
、
古
王
屋
本
の
そ

の
箇
所
を
見
る
と
す
べ
て
光
悦
本
と
一
致
す
る
（
光
悦
本
と
卯
月
本

の
フ
シ
部
分
の
異
同
箇
所
は
第
二
節
【
一
覧
②
］
参
照
）
。
こ
う
し
た

特
徴
か
ら
も
、
こ
の
本
が
「
王
屋
謡
本
系
」
と
呼
び
う
る
本
で
は



こ
の
整
玉
屋
本
が
そ
れ
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
特
質
を
ま
ず
光
悦
本
と
卯
月
本
と
の
距
離
を
詳
細
に
測
っ
て
い
く
こ
と
で
捉
え

６３

□
光
悦
謡
本
の
本
文
と
元
和
卯
月
本
の
そ
れ
と
の
間
に
大
き
な
乖
離
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

ま
ず
こ
の
三
系
統
の
詞
章
を
考
え
る
上
で
重
要
な
の
は
、
「
一
一
一
系
統
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
各
系
統
に
室
町
時
代
の
写
本

と
江
戸
時
代
版
本
の
間
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
差
異
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
①
の
よ
う
に
三
系
統
が
同
じ
詞
章
で
あ
る

曲
が
全
体
の
二
割
近
く
あ
る
だ
け
で
な
く
、
差
異
が
あ
る
曲
も
五
、
六
箇
所
程
度
の
細
か
な
異
同
し
か
な
い
。

王
屋
謡
本
系
の
特
質
に
つ
い
て
は
、
「
光
悦
謡
本
と
元
和
卯
月
本
の
中
間
的
特
徴
」
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
整
玉
屋
本
の
詞
章
の
性
格

は
各
曲
で
異
な
っ
て
い
る
。
光
悦
本
と
卯
月
本
と
比
べ
る
限
り
、
あ
る
曲
は
前
者
の
系
統
、
あ
る
曲
は
後
者
の
系
統
、
あ
る
曲
は
そ
の
中

間
的
性
格
と
い
っ
た
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
該
当
数
を
示
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
光
悦
本
・
卯
月
本
と
も
に
異
同
の
な
い
曲
…
十
五
曲

②
卯
月
本
と
完
全
一
致
す
る
曲
…
十
七
曲

③
卯
月
本
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
曲
…
五
曲

④
光
悦
本
と
完
全
一
致
す
る
曲
…
八
曲

⑤
光
悦
本
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
曲
…
十
四
曲

⑥
光
悦
本
・
卯
月
本
に
は
な
い
本
文
を
も
つ
曲
・
：
二
十
五
曲

⑦
両
本
の
中
間
的
性
格
と
い
え
る
曲
…
十
四
曲

こ
の
分
類
を
も
と
に
、
整
玉
屋
本
の
特
質
を
以
下
の
三
点
か
ら
掘
り
下
げ
て
み
た
い
。

て
み
た
い
。
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ワ
キ
、
い
か
に
申
候
。
何
と
や
ら
ん
似
合
い
所
望
に
て
候
へ
と
も
。
い
に
し
へ
こ
の
と
こ
ろ
に
て
合
戦
の
あ
り
さ
ま
う
け
た
ま
は
り

度
候
（
こ
の
所
は
源
平
の
合
戦
の
巷
と
承
及
て
候
。
夜
も
す
か
ら
そ
の
時
の
あ
り
さ
ま
語
て
お
ん
聞
せ
候
へ
）

右
の
本
文
は
整
玉
屋
本
で
、
傍
線
部
が
光
悦
本
と
の
異
同
箇
所
、
括
弧
内
が
そ
の
校
異
で
あ
る
。
一
箇
所
の
み
の
卯
月
本
と
の
異
同
は
波

線
と
【
］
で
示
し
た
。
全
曲
に
わ
た
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
異
同
が
多
く
、
内
容
や
曲
構
成
、
音
楽
形
態
が
か
わ
る
よ
う
な
変
化
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
助
詞
や
副
詞
を
中
心
と
し
た
コ
ト
バ
部
分
の
改
変
な
の
で
あ
る
。

観
世
流
謡
本
の
詞
章
は
室
町
時
代
の
古
写
本
と
光
悦
本
と
を
比
べ
る
と
フ
シ
の
部
分
を
含
め
て
差
異
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
光

悦
本
と
卯
月
本
と
の
異
同
は
ほ
ぼ
コ
ト
バ
の
部
分
に
限
定
さ
れ
る
。
こ
の
両
本
の
関
係
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
「
中
間
的
」
と
す
る
一
系
統

を
置
く
必
要
が
あ
る
の
か
、
改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
「
中
間
的
」
と
い
う
言
葉
の
背
景
に
は
、
観
世
流
本
文
が
光
悦

本
か
ら
卯
月
本
へ
と
変
化
し
た
と
い
う
歴
史
的
理
解
が
あ
る
と
思
う
が
、
光
悦
本
の
詞
章
の
性
格
も
各
曲
一
様
で
は
な
く
、
そ
の
位
置
づ

例
え
ば
「
八
島
」

三
段
［
問
答
］

四
段
［
問
答
］

…
ワ
キ
、
諸
国
一
見
の
僧
に
て
候
。
一
夜
の
宿
を
御
か
し
候
ヘ
ッ
レ
、
暫
御
待
候
へ
。
主
に
【
そ
の
よ
し
主
に
］
其
由
申
候
へ
し
。

い
か
に
申
候
諸
国
一
見
の
御
僧
の
一
夜
の
宿
と
仰
候
シ
テ
、
御
宿
の
事
は
（
ナ
シ
）
安
事
（
御
事
）
に
て
候
へ
共
。
餘
に
見
苦
く
候
程

に
。
か
な
ふ
ま
し
き
由
申
候
ヘ
ッ
レ
、
承
候
。
御
宿
の
事
を
申
て
候
へ
共
。
あ
ま
り
に
見
苦
く
候
程
に
。
か
な
ふ
ま
し
き
を
仰
候

ワ
キ
、
い
や
く
み
く
る
し
き
は
苦
し
し
か
ら
す
候
。
殊
に
是
は
都
方
の
者
に
て
（
に
て
候
か
）
此
浦
初
て
一
見
の
事
に
て
候
か
（
候
へ

は
）
。
日
の
暮
て
候
へ
は
（
ナ
シ
）
ひ
ら
に
一
夜
と
重
て
御
申
候
ヘ
ッ
レ
、
心
得
申
候
。
只
今
の
由
申
て
候
へ
は
。
旅
人
は
都
の
人

に
て
御
入
（
わ
た
り
）
候
か
。
日
の
蟇
て
候
へ
は
ひ
ら
に
一
夜
と
重
て
（
ナ
シ
）
仰
候
…

は
③
に
該
当
す
る
曲
で
八
箇
所
の
異
同
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
次
の
よ
う
な
異
同
で
あ
る
。
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回
拍
子
合
の
異
同
に
着
目
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
整
版
玉
屋
謡
本
は
よ
り
元
和
卯
月
本
に
近
似
す
る
本
だ
と
い
え
る
。

謡
本
の
詞
章
は
コ
ト
バ
や
拍
子
不
合
の
部
分
よ
り
拍
子
合
の
部
分
の
方
が
変
化
し
に
く
い
。
光
悦
本
と
卯
月
本
を
比
べ
る
と
、
両
者
の

異
同
が
ほ
と
ん
ど
前
者
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
僅
か
な
が
ら
後
者
の
中
に
も
異
同
が
見
ら
れ
る
。
以
下
、
光
悦

本
・
卯
月
本
・
整
玉
屋
本
す
べ
て
に
含
ま
れ
る
曲
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
全
掲
し
て
み
る
。

回
す
べ
て
の
曲
の
詞
章
が
光
悦
謡
本
と
元
和
卯
月
本
の
混
合
体
と
し
て
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

整
玉
屋
本
に
は
光
悦
本
と
卯
月
本
の
ど
ち
ら
の
特
徴
も
同
程
度
も
つ
曲
が
あ
る
（
前
掲
⑦
の
曲
）
。
た
と
え
ば
「
誓
願
寺
」
に
は
光
悦
本

と
は
三
箇
所
、
卯
月
本
と
は
二
箇
所
の
異
同
が
あ
る
。
こ
の
異
同
の
う
ち
三
箇
所
が
集
中
し
て
い
る
ワ
キ
の
名
ノ
リ
を
挙
げ
て
み
る
。

是
は
念
佛
の
行
者
一
遍
と
申
聖
に
て
候
。
我
此
度
三
熊
野
に
参
り
。
’
七
日
参
龍
申
。
證
誠
殿
に
通
夜
申
て
侯
へ
は
。
あ
ら
た
か
霊

夢
を
か
う
ふ
り
て
候
。
六
十
万
人
決
定
往
生
の
枢
【
御
札
】
を
。
普
く
（
ナ
シ
）
国
士
に
弘
め
よ
と
の
霊
夢
に
任
せ
。
先
都
へ
と
心
ざ

こ
の
よ
う
に
、
⑦
は
光
悦
本
系
、
卯
月
本
系
の
ど
ち
ら
に
も
分
類
し
が
た
い
曲
群
で
あ
る
。
こ
う
し
た
曲
が
整
玉
屋
本
の
大
半
を
占
め
る

の
で
あ
れ
ば
、
「
中
間
的
」
と
い
う
説
明
は
把
握
し
や
す
い
。
し
か
し
、
⑦
の
曲
は
全
体
の
一
割
程
度
で
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
曲
の

異
同
も
右
の
よ
う
な
微
細
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。

右
で
示
し
た
と
お
り
、
大
半
の
曲
が
光
悦
本
系
・
卯
月
本
系
ど
ち
ら
か
に
分
類
さ
れ
、
そ
う
い
う
意
味
で
の
「
中
間
的
」
で
あ
る
こ
と

が
、
整
玉
屋
本
の
特
質
を
理
解
す
る
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。

け
に
は
少
な
か
ら
ず
問
題
が
あ
る
。
光
悦
本
の
詞
章
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
考
察
す
る
予
定
で
あ
る
。

し
（
都
に
上
り
）
候



３９王屋謡本の研究(二）

Ｄ
「
東
岸
居
士
」
三
段
［
サ
シ
］
［
上
ゲ
歌
］

【
光
悦
本
］
夫
浮
世
の
常
な
き
事
。
電
光
朝
露
も
猶
た
と
へ
難
く
・
人
間
有
為
の
世
の
有
様
。
芭
蕉
泡
沫
ま
た
同
し
。
そ
な
た
か
り
け
る

よ
の
中
か
な
上
寄
め
く
る
日
か
け
も
小
車
の
。
ノ
ー
道
を
は
き
た
か
に
し
ら
川
の
。
心
に
か
け
て
橋
柱
。
た
ち
ゐ
隙
な
き
心
哉
ノ
ー

ｃ
「
龍
田
」
四
段
［
歌
］

【
光
悦
本
】
名
に
お
ふ
龍
田
山
同
し
か
さ
し
の
榊
葉
を

【
卯
月
本
］
名
に
お
ふ
竜
田
川
同
し
か
さ
し
の
榊
葉
を

Ｂ
「
嬢
捨
」
十
一
段
［
歌
］

【
光
悦
本
］
嬢
棄
山
と
そ
な
り
に
け
る
を
は
す
て
山
と
な
り
に
け
る

【
卯
月
本
】
を
は
す
て
山
と
そ
成
に
け
る
を
は
す
て
山
と
な
り
に
け
り

【
卯
月
本
】
サ
シ
・
上
ゲ
歌
な
し

Ａ
「
梅
枝
」
二
段
［
上
ゲ
歌
］

【
光
悦
本
］
東
南
に
来
る
雨
の

【
卯
月
本
］
東
南
に
来
る
雨
の

己
覧
②
】
フ
シ
部
分
の
光
悦
謡
本
と
元
和
卯
月
本
の
異
同
箇
所
（
整
版
玉
屋
謡
本
所
収
曲
に
限
る
）

東
南
に
来
る
雨
の
あ
し
は
や
く
も
降
晴
て
月
に
な
ら
む
嬉
し
や

ｌ

東
南
に
来
る
雨
の
あ
し
は
や
く
も
吹
晴
て
月
に
な
ら
む
嬉
し
や



Ｅ
「
野
宮
」
十
一
段
［
ノ
リ
地
］

４ ０

Ｉ
「
船
弁
慶
」
九
段
ニ
セ
イ
］
ｌ

【
光
悦
本
】
え
い
や
ノ
ー
と
い
ふ
塩
に

Ｈ
「
檜
垣
」
九
段
［
ワ

【
光
悦
本
】
水
む
す
ふ
。

【
卯
月
本
】
水
む
す
ふ
。

【
光
悦
本
】
神
と
き
み
か
よ
の
う
こ
か
ぬ
國
そ
め
て
た
き
ｌ
～

【
卯
月
本
】
神
と
君
か
世
の
う
こ
か
ぬ
國
そ
久
し
き
ｌ
～

Ｇ
「
白
楽
天
」
八
段
［
中
ノ
リ
地
］

Ｆ
「
白
楽
天
」
二
段
［
上
ゲ
歌
］
．

【
光
悦
本
］
月
の
入
雲
も
浮
ふ
や
奥
津
浪
。
ノ
ー

【
卯
月
本
］
月
の
入
雲
も
浮
ふ
や
奥
津
舟
。
ノ
ー

【
卯
月
本
】
火
宅
の
門
を
や
。
い
て
ぬ
ら
ん
火
宅
の
門

【
光
悦
本
】
火
宅
の
門
を
や
。
い
て
ぬ
ら
ん
火
宅
の
門
を

［
ワ
カ
］つ
る
へ
の
縄
の
。
つ
る
へ
の
な
は
の
。
く
り
返
し

つ
る
へ
の
な
わ
の
。
く
り
か
へ
し



４１王屋謡本の研究(二）

以
上
、
三
点
か
ら
整
玉
屋
本
の
特
質
を
考
え
て
み
た
。
こ
の
本
に
は
百
番
以
上
の
曲
が
所
収
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
特
徴
は
曲
ご
と
に

異
な
り
、
光
悦
本
に
近
似
す
る
曲
も
あ
れ
ば
、
卯
月
本
に
近
似
す
る
曲
も
あ
る
が
、
重
要
な
異
同
に
着
目
す
る
の
で
あ
れ
ば
卯
月
本
の
特

徴
を
も
つ
本
だ
と
い
え
る
。
こ
の
特
質
を
踏
ま
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
先
行
研
究
の
指
摘
ど
お
り
、
光
悦
本
と
卯
月
本
と
の
間
に
刊
行
さ
れ

た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

整
玉
屋
本
の
考
察
か
ら
は
逸
れ
る
が
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
こ
の
箇
所
の
詞
章
は
光
悦
本
か
ら
卯
月
本
へ
と
変
化
し

た
と
い
う
単
純
な
関
係
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
Ｃ
・
Ｆ
・
Ｉ
の
よ
う
に
光
悦
本
の
方
が
観
世
流
古
写
本
と
一
致
す
る
箇
所
も
あ
る

が
、
Ｂ
・
Ｄ
・
Ｈ
は
ワ
キ
系
・
大
夫
系
と
も
に
卯
月
本
の
方
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ａ
・
Ｇ
の
よ
う
に
、
光
悦
本
が
ワ
キ
系
、
卯
月

本
が
大
夫
系
と
一
致
す
る
箇
所
も
あ
る
。
こ
う
し
た
異
同
は
、
先
行
研
究
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
光
悦
本
の
詞
章
が
必
ず
し
も
身

愛
の
詞
章
改
訂
作
業
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
こ
の
問
題
は
別
稿
で
考
え
た
い
。

と
考
え
て
誤
り
は
な
い
。

以
上
九
箇
所
は
Ｄ
以
外
微
細
な
異
同
で
あ
る
が
、
変
化
し
に
く
い
箇
所
の
異
同
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
Ｅ
の
よ
う
に
現
行
諸
流
に
差
異
が

あ
り
、
し
か
も
作
品
解
釈
に
も
か
か
わ
る
よ
う
な
異
同
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
謡
本
の
系
統
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。

右
の
異
同
箇
所
は
す
べ
て
卯
月
本
の
詞
章
が
現
行
観
世
流
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
が
、
整
玉
屋
本
は
Ｇ
・
Ｈ
以
外
、
す
べ
て
卯
月
本
と

一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
Ｈ
の
よ
う
に
、
光
悦
本
独
自
の
詞
章
を
整
玉
屋
本
が
継
承
し
て
い
る
例
も
あ
る
の
で
、
す
べ
て
の
卯
月
本
系
統

と
位
置
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
Ｄ
の
よ
う
な
大
き
な
改
変
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
も
、
卯
月
本
に
よ
り
近
似
す
る
本

【
卯
月
本
］
え
い
や
ノ
ー
と
引
塩
に



4２

繋
が
る
だ
ろ
う
。

光
悦
本
と
卯
月
本
と
比
べ
る
と
、
整
玉
屋
本
に
は
両
本
と
も
に
異
な
る
詞
章
が
あ
る
（
以
下
「
〈
整
玉
屋
本
詞
章
〉
」
と
表
記
）
。
こ
の
詞

章
が
ど
れ
く
ら
い
存
在
し
、
ど
の
よ
う
に
後
代
の
謡
本
へ
継
承
さ
れ
て
い
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
、
こ
の
本
の
”
独
自
性
“
の
追
究
に

た
だ
し
、
こ
こ
で
先
の
問
題
を
改
め
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
整
玉
屋
本
の
詞
章
が
、
観
世
流
謡
本
史
の
中
で

「
王
屋
本
系
」
と
呼
び
う
る
ほ
ど
の
位
置
を
占
め
て
い
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
□
で
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
光
悦
本
と

和
卯
月
本
と
の
間
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
わ
け
で
な
く
、
整
玉
屋
本
の
ほ
と
ん
ど
の
曲
が
そ
の
ど
ち
ら
か
の
性
格
を
備
え
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
謡
本
を
一
つ
の
系
統
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
適
切
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
は
、
前
掲
⑥
の
整

玉
屋
本
独
自
の
詞
章
を
も
つ
曲
を
分
析
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

〈
整
玉
屋
本
詞
章
〉
は
今
後
の
謡
本
研
究
に
も
有
益
な
デ
ー
タ
と
な
り
う
る
の
で
、
こ
れ
を
全
褐
し
て
み
る
（
「
嬢
捨
」
「
盛
久
」
に
つ
い

て
は
後
述
。
ま
た
こ
の
ほ
か
に
元
和
卯
月
本
に
は
所
収
さ
れ
て
い
な
い
曲
の
中
に
、
光
悦
謡
本
と
は
異
な
る
詞
章
を
も
つ
曲
（
葵
上
・
項

羽
・
鍾
埴
・
道
明
寺
・
吉
野
静
）
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
掲
出
し
な
い
）
。

ａ
「
阿
漕
」
四
段
［
誘
イ
ゼ
リ
フ
］

［
卯
月
本
］
此
浦
を
あ
こ
き
浦
と
申
謂
御
物
語
候
へ

※
光
悦
本
・
古
王
屋
本
は
卯
月
本
と
同
じ

【
一
覧
③
］
整
版
玉
屋
謡
本
の
詞
章
が
光
悦
謡
本
・
元
和
卯
月
本
の
両
者
と
も
異
な
る
箇
所
宍
整
玉
屋
本
詞
章
〉
）

三
整
版
王
屋
謡
本
に
〃
独
自
性
〃
は
あ
る
か



４３王屋謡本の研究(二）
【
整
玉
屋
本
］
い
か
に
申
候
此
浦
を
阿
漕
か
浦
と
申
い
は
れ
御
物
語
候
へ

ｃ
「
兼
平
」
六
段
［
上
ゲ
歌
］

【
光
悦
本
】
な
き
跡
猶
も
吊
は
ん
ノ
ー

※
古
王
屋
本
は
光
悦
本
と
同
じ

【
卯
月
本
］
な
き
跡
い
き
や
と
ふ
ら
は
ん
ノ
ー

【
整
玉
屋
本
］
な
き
か
け
い
き
や
吊
ら
は
ん
ノ
ー

ｂ
「
杜
若
」
三
段
［
問
答
］

【
卯
月
本
］
な
ふ
ノ
ー
御
僧
何
し
に
其
沢
に
は
や
す
ら
ひ
給
ひ
候
そ

※
光
悦
本
・
古
王
屋
本
は
卯
月
本
と
同
じ

【
整
玉
屋
本
］
な
ふ
ノ
ー
あ
れ
成
御
僧
な
に
し
に
其
澤
に
は
や
す
ら
ひ
給
ひ
候
そ

ｄ
「
賀
茂
」
一
段
［
名
ノ
リ
］

［
光
悦
本
】
播
州
室
の
明
神
に
つ
か
へ
申
神
職
の
者
に
て
候

※
古
玉
屋
本
は
光
悦
本
と
同
じ

【
卯
月
本
】
播
州
室
の
明
神
に
つ
か
へ
申
神
職
の
も
の
な
り

【
整
玉
屋
本
】
播
州
室
の
明
神
に
つ
か
へ
申
神
職
な
り



ｅ
「
呉
服
」
二
段
［
着
ゼ
リ
フ
］

“

【
光
悦
本
】
こ
の
川
岸
に
ひ
れ
ふ
，

※
古
玉
屋
本
は
光
悦
本
と
同
じ
。

ｇ
「
隅
田
川
」
六
段
［
語
り
］

【
卯
月
本
】
此
河
岸
に
ひ
れ
臥
候
を
。
な
む
ほ
う
世
に
は
情
な
き
者
候
そ

【
光
悦
本
】
こ
の
川
岸
に
ひ
れ
ふ
し
候
を
。
な
ん
ほ
う
世
に
は
情
な
き
も

※
古
王
屋
本
は
光
悦
本
と
同
じ

【
卯
月
本
】
女
詞
、
つ
ま
に
は
し
し
て
わ
か
れ
。
唯
ひ
と
り
（
中
略
）
ワ
キ
、
荒
痛
し
や
候
。
（
中
略
）
あ
ま
つ
ざ
へ
渇
仰
の
気
色
み
え
給
ひ
て

候
。
是
は
何
と
申
た
る
事
に
て
候
そ

【
整
玉
屋
本
】
女
、
ざ
ん
候
妻
に
は
死
て
別
れ
。
唯
ひ
と
り
（
中
略
）
ワ
キ
、
荒
痛
は
し
や
候
。
（
中
略
）
あ
ま
つ
ざ
へ
渇
仰
の
気
色
見
え
て
候
。

是
は
何
と
申
た
る
事
に
て
候
そ

ｆ
「
桜
川
」
六
段
［
問
答
］

【
光
悦
本
】
シ
テ
、
ざ
ん
候
唯
ひ
と
り
（
中
略
）
ワ
キ
、
あ
ら
い
た
は
し
や
候
。
（
中
略
）
あ
ま
つ
ざ
へ
渇
仰
の
気
色
級
剣
舜
絢
鐡
噸
。
何
と
申
た

Ｉ

【
卯
月
本
】
急
候
程
に
是
は
早
（
光
悦
本
・
古
王
屋
本
は
「
早
」
ナ
シ
）
呉
羽
の
里
に
着
て
候
・
又
あ
の
松
原
に
あ
た
っ
て
は
た
物
の
音
の

聞
え
候
。
立
越
え
尋
ば
や
と
存
候

【
整
玉
屋
本
】
着
ゼ
リ
フ
全
文
ナ
シ

る
事
に
て
候
そ

な
ん
ほ
う
世
に
は
情
な
き
も
の
魯
候
そ



４５王屋謡本の研究(二

ｉ
「
千
手
重
衡
」
一
一
｜
段
［
問
答
］

【
光
悦
本
］
千
手
の
前
か
参
り
て
候
そ
れ
ノ
ー
御
申
候
へ

※
古
玉
屋
本
は
光
悦
本
と
同
じ

ｉ
「
殺
生
石
」
一
一
一
段
［
問
答
］

【
光
悦
本
】
な
ふ
ノ
ー
あ
れ
な
る
御
僧
其
石
の
ほ
と
り
へ
な
た
ち
よ
ら
せ
給
ひ
そ

※
古
王
屋
本
は
光
悦
本
と
同
じ

【
卯
月
本
］
な
ふ
其
石
の
ほ
と
り
へ
な
立
よ
ら
せ
給
ひ
そ

［
整
玉
屋
本
】
な
ふ
ノ
ー
そ
の
い
し
の
ほ
と
り
へ
な
た
ち
よ
ら
せ
給
ひ
そ

ｈ
「
関
寺
小
町
」
七
段
［
問
答
］

【
光
悦
本
】
く
る
し
か
ら
ぬ
事
。
た
、
ノ
ー
御
出
侯
へ

※
古
王
屋
本
は
光
悦
本
と
同
じ

【
卯
月
本
】
何
の
く
る
し
う
候
へ
き
・
唯
々
御
出
候
へ
と
よ

【
整
玉
屋
本
］
く
る
し
か
ら
ぬ
事
。
た
国
御
出
候
へ
と
よ

【
整
玉
屋
本
】
此
河
岸
に
ひ
れ
臥
ぬ
。
し
か
る
を
な
む
ほ
う
世
に
は
情
な
き
者
候
そ
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ｍ
「
錦
木
」
二
段
［
上
ゲ
歌
］

【
卯
月
本
】
く
や
し
き
た
の
み
成
け
る
そ
ノ
ー

※
光
悦
本
・
古
玉
屋
本
は
卯
月
本
と
同
じ

－
「
融
」
二
段
［
着
ゼ
リ
フ
］

【
光
悦
本
】
人
を
ま
ち
く
は
し
く
尋
は
や
と
思
ひ
候

※
古
王
屋
本
は
光
悦
本
と
同
じ

【
卯
月
本
】
暫
や
す
ら
ひ
一
見
せ
は
や
と
思
ひ
候

【
整
玉
屋
本
】
暫
や
す
ら
は
は
や
と
お
も
ひ
侯

［
整
玉
屋
本
】
扱
も
天
鼓
か
鼓
内
裏
に
召
れ
て
後
。
打
せ
ら
る
れ
共
更
に
な
る
事
な
し

Ｉ

【
卯
月
本
】
扱
も
天
鼓
か
つ
、
み
内
裏
に
め
さ
れ
て
の
ち
。
い
ろ
’
～
う
た
せ
ら
る
れ
共
さ
ら
に
な
る
事
な
し

「

ｋ
「
天
鼓
」
三
段
［
問
答
］

【
光
悦
本
】
扱
も
天
鼓
か
つ
愈
み
内
裏
に
召
れ
て
後
更
に
な
る
事
な
し

※
古
王
屋
本
は
光
悦
本
と
同
じ

【
卯
月
本
】
千
手
の
前
か
ま
い
り
た
る
よ
し
御
申
候
へ

【
整
玉
屋
本
】
千
手
の
前
か
参
り
た
る
由
そ
れ
ノ
ー
御
申
侯
へ



４７王屋謡本の研究(二）

Ｏ
「
花
筐
」
一
段
［
名
ノ
リ
］

【
卯
月
本
】
か
様
に
候
者
は
（
整
玉
屋
本
「
是
は
」
）
越
前
あ
ち
ま
の
と
申
所
に
御
座
侯
（
中
略
）
武
烈
天
皇
の
御
代
を
あ
ち
ま
の
、
皇
子
に
御

ゆ
つ
り
あ
り
（
整
玉
屋
本
「
有
て
こ
御
迎
の
人
々
ま
か
り
下
り
（
光
悦
本
・
古
王
屋
本
・
整
玉
屋
本
「
お
ん
供
申
し
」
が
入
る
）
け

さ
と
く
御
上
洛
に
て
候
（
中
略
）
某
に
も
ち
て
ま
い
れ
と
の
御
事
（
整
玉
屋
本
「
お
ほ
せ
」
）
に
て
候
程
に
…

ｐ
「
花
筐
」
七
段
［
問
答
］

【
卯
月
本
】
叡
覧
有
へ
き
と
の
御
事
に
て
あ
る
そ
急
ひ
て
狂
ひ
侯
へ

※
光
悦
本
・
古
王
屋
本
は
卯
月
本
と
同
じ

【
整
玉
屋
本
］
叡
覧
有
へ
き
と
の
御
事
な
り
急
ひ
て
く
る
ひ
候
へ

ｎ
「
芭
蕉
」
｜
段
［
名
ノ
リ
］

【
卯
月
本
】
我
法
華
持
経
の
身
な
れ
は

※
光
悦
本
・
古
玉
屋
本
は
卯
月
本
と
同
じ

【
整
玉
屋
本
］
扱
も
法
華
持
経
の
身
な
れ
は

【
整
玉
屋
本
】
く
や
し
き
頼
成
け
る
そ
く
や
し
き
頼
成
け
り

ｑ
「
班
女
」
四
段
［
問
答
］



4８

【
光
悦
本
】
扱
御
返
事
を
は
何
と
申
候
へ
き
そ

【
整
玉
屋
本
】
ナ
シ

【
卯
月
本
】
今
は
歎
て
も
か
ひ
な
き
事
に
て
有
そ

ｌ

【
光
悦
本
】
今
は
歎
て
も
か
ひ
な
き
事
に
て
候

【
整
玉
屋
本
】
ワ
キ
詞
、
ふ
し
の
ゆ
か
り
と
申
は
何
く
に
有
そ

【
卯
月
本
】
ワ
キ
詞
、
富
士
が
ゆ
か
り
と
申
は
い
つ
く
に
あ
る
そ
女
詞
、
是
に
候

【
整
玉
屋
本
】
急
間
こ
れ
は
は
や
美
濃
国
野
上
の
宿
に
付
て
候

ｔ
「
船
弁
慶
」

【
卯
月
本
】
急
問
是
は
凶
や
み
の
薗
国
野
上
の
宿
に
て
候

ｓ
「
富
士
太
鼓
」

ｒ
「
富
士
太
鼓
」

※
古
王
屋
本
は
光
悦
本
と
同
じ

※
古
玉
屋
本
は
光
悦
本
と
同
じ

※
光
悦
本
・
古
玉
屋
本
は
卯
月
と
同
じ

※
光
悦
本
・
古
王
屋
本
は
卯
月
と
同
じ

段
［
問
答
］

段
［
問
答
］

段
［
問
答
］

ン
テ
詞
＼
さ
む
候
是
に
候



４９玉屋謡本の研究(二）

な
お
、
誤
解
が
な
い
よ
う
に
述
べ
て
お
き
た
い
が
、
光
悦
本
と
卯
月
本
と
も
異
な
る
箇
所
を
〈
整
玉
屋
本
詞
章
〉
と
し
て
い
る
が
、
こ
の

詞
章
は
必
ず
し
も
整
玉
屋
本
独
自
の
も
の
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
観
世
流
古
写
本
と
比
べ
て
み
る
と
、
ｆ
は
鴻
山
文
庫
蔵
観
世
元
忠
章

句
本
と
、
ｇ
は
ワ
キ
系
の
詞
章
と
整
玉
屋
本
が
一
致
す
る
。
た
だ
し
、
曲
全
体
を
見
る
と
少
な
か
ら
ず
異
同
が
あ
る
の
で
、
整
玉
屋
本
の

「
桜
川
」
が
大
夫
系
、
「
隅
田
川
」
が
ワ
キ
系
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
詞
章
が
室
町
時
代
の
古
写
本
も
利
用
し

て
編
ま
れ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
整
玉
屋
本
の
特
徴
は
光
悦
本
・
卯
月
本
と
の
関
係
だ
け
で
は
把
捉
で
き
な
い
わ
け
だ
が
、

研
究
の
中
で
「
王
屋
『

を
考
え
て
い
き
た
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
〈
整
玉
屋
本
詞
章
〉
は
コ
ト
バ
の
部
分
の
微
細
な
部
分
ば
か
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
整
玉
屋
本
は
古
玉
屋
本
を
わ
ざ
わ
ざ

切
り
貼
り
し
て
、
版
下
と
し
た
謡
本
で
あ
る
。
そ
の
手
間
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
微
細
な
異
同
も
看
過
で
き
な
い
。
以
下
、
先
行

研
究
の
中
で
「
王
屋
謡
本
系
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
謡
本
と
比
較
し
な
が
ら
、
こ
の
異
同
を
も
と
に
整
玉
屋
本
の
特
色

【
卯
月
本
】
老
母
の
い
た
は
り
は
さ
る
事
な
れ
と
も
去
な
か
ら

【
整
玉
屋
本
］
申
と
こ
ろ
は
こ
と
は
り
な
れ
と
も

【
光
悦
本
］
老
母
の
痛
は
り
は
さ
う

※
古
王
屋
本
は
光
悦
本
と
同
じ

［
卯
月
王
仰
芯
回
ロ
燭
。
担
御
返
事
を
は
何
と
申
候
へ
き

［
整
玉
屋
本
］
狐
御
返
事
を
は
何
と
申
上
侯
へ
き

ｕ
「
熊
野
」
六
段
［
問
答
］

老
母
の
痛
は
り
は
さ
る
事
な
れ
共
別
の
子
細
は
よ
も
あ
ら
し
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【
鳩
山
文
庫
蔵
「
黒
雲
章
句
中
本
」
と
の
関
係
】

先
行
研
究
で
、
代
表
的
な
玉
屋
謡
本
系
の
本
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
、
鴻
山
文
庫
蔵
黒
雪
章
句
中
本
で
あ
る
。
こ
の
本
の
奥

付
に
は
「
此
百
番
者
観
世
黒
雪
斎
以
／
章
句
之
正
本
写
之
者
也
」
と
あ
る
が
、
「
黒
雪
斎
」
と
い
う
一
一
一
一
口
い
方
か
ら
、
元
和
以
降
の
刊
行
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
能
楽
研
究
所
に
「
小
塩
」
・
「
野
宮
」
・
「
千
手
重
衡
」
の
覆
刻
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
鴻
山
文
庫
蔵
寛
永

【
現
行
観
世
流
謡
本
と
の
関
係
］

現
行
観
世
流
の
詞
章
は
卯
月
本
の
そ
れ
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
右
の
異
同
も
卯
月
本
と
現
行
観
世
流
と
が
一
致

す
る
こ
と
が
多
い
が
、
ｆ
は
光
悦
本
、
ｃ
・
ｅ
・
ｊ
．
ｎ
が
整
玉
屋
本
と
一
致
し
、
、
．
ｔ
は
す
べ
て
の
本
と
異
な
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
拍
子
合
部
分
の
ｃ
の
異
同
で
あ
る
。
他
本
で
は
「
あ
と
」
と
な
っ
て
い
る
文
句
が
整
玉
屋
本
で
は
「
か
げ
」

と
な
っ
て
お
り
、
後
者
の
方
が
現
行
の
詞
章
と
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
松
井
文
庫
蔵
淵
田
虎
頼
節
付
本
を
は
じ
め
と
す

る
観
世
流
古
写
本
も
「
か
げ
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
整
玉
屋
本
が
独
自
に
改
変
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
古
風
な
詞
章
を
継
承
し

て
い
る
点
で
興
味
深
い
。
こ
の
文
句
は
万
治
二
年
山
本
長
兵
衛
本
に
は
現
行
の
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
整
玉
屋
本
の
「
兼
平
」
は

慶
長
年
間
か
ら
万
治
年
間
の
間
で
古
風
な
詞
章
を
伝
え
て
い
る
数
少
な
い
版
本
な
の
で
あ
る
。

整
玉
屋
本
に
そ
の
よ
う
な
詞
章
も
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
前
述
の
よ
う
に
こ
の
本
の
特
徴
が
光
悦
本
と
卯
月
本
の
影
響
関
係

だ
け
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

整
玉
屋
本
が
一
つ
の
〃
系
統
“
と
呼
び
う
る
も
の
で
あ
る
の
な
ら
、
光
悦
本
と
卯
月
本
と
異
な
る
か
た
ち
で
前
代
の
詞
章
を
編
集
し
て
い

る
箇
所
も
、
そ
の
独
自
性
と
し
て
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。



５１王屋謡本の研究(二）

黒
雪
章
句
中
本
は
四
十
二
冊
し
か
現
存
し
て
い
な
い
の
で
全
曲
比
較
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
右
の
ｆ
・
ｊ
・
ｋ
・
１
．
，
．
，
．

ｓ
が
整
玉
屋
本
と
黒
雪
章
句
中
本
と
が
一
致
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
曲
は
掲
出
し
た
箇
所
以
外
も
両
本
の
詞
章
が
同
一
で
あ
る
。
〈
整
玉

屋
本
詞
章
〉
が
黒
雪
章
句
本
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
も
、
両
本
が
か
な
り
緊
密
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
右
の
〈
整
玉
屋

本
詞
章
〉
が
あ
る
曲
以
外
で
も
、
海
士
・
鶏
鵡
小
町
・
柏
崎
・
那
郷
・
源
氏
供
養
・
高
砂
・
竜
田
・
鵺
・
野
宮
・
白
楽
天
・
舟
橋
・
三

輪
・
紅
葉
狩
・
山
姥
は
両
本
の
詞
章
が
一
致
し
て
お
り
、
そ
の
近
似
性
は
確
実
で
あ
る
。

た
だ
し
、
黒
雪
章
句
本
は
整
玉
屋
本
と
全
く
同
じ
本
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
「
雲
林
院
」
は
光
悦
本
と
整
玉
屋
本
と
が
一

致
し
、
卯
月
本
と
黒
雪
章
句
本
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
「
融
」
・
「
富
士
太
鼓
」
・
「
藤
戸
」
と
い
っ
た
曲
も
両
本
に
は
複
数
箇
所
の
異
同

が
あ
る
。
さ
ら
に
後
述
す
る
「
嬢
捨
」
は
〈
整
玉
屋
詞
章
〉
が
あ
る
曲
で
あ
る
が
、
そ
の
箇
所
は
両
本
が
一
致
す
る
も
の
の
他
の
箇
所
で
複

数
の
異
同
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
両
本
は
ど
ち
ら
か
が
一
方
を
底
本
に
し
て
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
単
純
な
親
子
関
係
は
想
定
し
に
く
く
、

整
玉
屋
本
と
同
様
に
光
悦
本
・
卯
月
本
を
座
標
軸
に
し
た
場
合
、
一
曲
二
冊
）
ご
と
に
詞
章
の
性
格
が
異
な
る
本
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
整
玉
屋
本
も
黒
雪
章
句
中
本
も
黒
雪
の
章
句
を
基
に
し
て
い
る
旨
が
刻
さ
れ
た
印
や
奥
付
が
あ
る
が
、
そ
の
詞
章
が
ど
の
よ
う

前
者
と
、
時
陸

の
詞
章
」
と
吟

必
要
で
あ
る
。

六
年
七
月
刊
者
不
明
中
本
・
正
保
五
年
二
月
山
本
長
兵
術
中
本
が
本
書
と
同
種
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
版
を
重
ね
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て

刊
行
さ
れ
た
本
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
「
鴻
山
文
庫
本
の
研
究
」
）
。

表
章
は
「
こ
の
本
（
伊
海
注
：
黒
雪
章
句
中
本
）
は
玉
屋
本
系
統
の
詞
章
で
あ
る
。
古
活
字
王
屋
謡
本
か
ら
直
接
影
響
を
蒙
つ
た
曲
と
、

整
版
王
屋
本
を
基
に
し
た
曲
と
が
混
じ
て
い
る
ら
し
く
、
整
版
玉
屋
本
が
古
活
字
本
の
文
句
を
改
め
た
部
分
に
つ
い
て
み
る
と
、
時
に
は

前
者
と
、
時
に
は
後
者
と
一
致
し
、
一
様
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
「
鴻
山
文
庫
本
の
研
究
」
）
。
前
述
の
と
お
り
、
「
古
活
字
玉
屋
謡
本

の
詞
章
」
と
い
う
べ
き
も
の
は
存
在
し
な
い
の
で
、
こ
の
本
が
整
玉
屋
本
と
ど
れ
ほ
ど
近
似
し
て
い
る
の
か
を
改
め
て
考
え
直
す
こ
と
が



5２

な
環
境
で
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
他
本
と
の
比
較
か
ら
そ
れ
を
推
測
す
る
の
は
難
し
い
が
、
そ
の
中
で
興
味
深
い

事
例
が
「
盛
久
」
の
異
同
で
あ
る
。
「
盛
久
」
は
光
悦
本
と
卯
月
本
と
を
比
較
す
る
と
、
多
く
の
異
同
が
見
ら
れ
る
曲
で
あ
る
が
、
〈
整
玉

屋
本
詞
章
〉
も
も
っ
と
も
多
い
。
整
玉
屋
本
を
も
と
に
数
で
示
す
と
、
光
悦
本
と
一
致
す
る
箇
所
が
三
箇
所
、
卯
月
本
と
一
致
す
る
箇
所

が
三
十
一
箇
所
、
〈
整
玉
屋
本
詞
章
〉
が
八
箇
所
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
八
段
［
問
答
］
を
挙
げ
て
み
る
。

【
光
悦
本
】
ワ
キ
詞
、
い
か
に
誰
か
有
。
盛
久
の
御
事
餘
に
寄
特
な
る
御
事
に
て
候
程
に
。
急
烏
帽
子
直
垂
に
て
御
前
へ
御
参
り
あ
れ

と
の
御
事
に
て
有
そ
。
其
由
を
申
候
へ
。
い
か
に
盛
久
御
前
に
て
候
シ
テ
詞
、
畏
て
候
ワ
キ
詞
、
い
か
に
申
候
。
き
み
此
暁
ふ
し

き
の
御
霊
夢
の
御
つ
け
あ
り
。
も
し
盛
久
も
夢
や
見
た
ま
ひ
た
る
と
の
御
読
に
て
候
シ
テ
＼
さ
む
候
今
夜
不
思
議
の
御
霊
夢
を
蒙

り
て
候
ワ
キ
、
さ
ら
は
先
盛
久
の
夢
想
の
や
う
を
御
前
に
て
申
あ
け
ら
れ
侯
へ
シ
テ
、
畏
て
候

【
卯
月
本
】
ワ
キ
詞
、
如
何
に
盛
久
。
君
此
暁
ひ
し
き
な
る
御
霊
夢
の
告
有
・
盛
久
も
若
夢
や
見
け
る
と
の
御
事
に
て
候
シ
テ
詞
、

此
上
は
何
を
か
隠
し
申
へ
き
。
今
夜
不
思
議
の
御
霊
夢
を
蒙
り
て
候
ワ
キ
、
さ
ら
は
其
霊
夢
の
や
う
を
御
前
に
て
ま
つ
す
ぐ
に
申

上
ら
れ
侯
へ
シ
テ
、
畏
て
侯

【
整
玉
屋
本
】
ワ
キ
詞
、
い
か
に
盛
久
シ
テ
、
御
前
に
て
候
ワ
キ
、
今
夜
我
君
ふ
し
き
の
御
霊
夢
の
告
あ
り
。
盛
久
も
し
夢
や
見
け

る
と
の
御
こ
と
に
て
候
シ
テ
、
此
上
は
な
に
を
か
か
く
し
申
へ
き
・
今
夜
不
思
議
の
御
霊
夢
を
蒙
り
て
侯
ワ
キ
、
さ
ら
は
其
霊

夢
の
や
う
を
御
前
に
て
ま
つ
す
ぐ
に
申
上
ら
れ
候
へ

三
謡
本
の
異
同
は
コ
ト
バ
部
分
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
右
の
よ
う
な
差
異
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
整
玉
屋
本
「
盛
久
」
は

詞
章
全
体
に
独
自
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
黒
雪
章
句
中
本
は
こ
れ
と
完
全
一
致
し
て
い
る
。

こ
の
整
玉
屋
本
「
盛
久
」
の
詞
章
系
統
を
考
え
る
手
掛
か
り
と
な
る
の
が
鴻
山
文
庫
蔵
豊
島
作
右
衛
門
忠
次
手
沢
本
で
あ
る
。
本
書
は

一
番
綴
本
を
十
番
綴
に
改
装
し
た
本
で
、
五
冊
に
五
十
曲
所
収
さ
れ
て
い
る
。
豊
島
は
徳
川
家
康
の
家
臣
で
、
八
丈
島
代
官
を
勤
め
た
人



５３王屋謡本の研究(二）
物
だ
が
、
本
書
の
奥
書
・
識
語
か
ら
観
世
黒
雪
、
重
成
、
山
階
治
右
衛
門
な
ど
に
謡
を
習
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
豊
島
本
に
所
収
さ
れ
て
い
る
「
盛
久
」
の
詞
章
は
整
玉
屋
本
と
黒
雪
章
句
中
本
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
の
だ
が
（
異
同
箇
所
は

一
箇
所
の
み
）
、
そ
の
奥
書
は
「
右
山
科
治
右
衛
門
二
相
傳
板
木
／
章
句
二
て
覚
付
仕
候
／
豊
嶋
作
右
衛
門
／
忠
次
（
花
押
）
」
と
な
っ
て

い
る
。
（
写
真
２
）
「
～
二
相
傳
」
の
書
き
方
は
他
曲
に
も
見
え
る
が
、
「
そ
の
人
物
に
相
伝
し
た
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
「
そ
の
人
物

か
ら
相
伝
さ
れ
た
」
と
い
う
意
味
ら
し
い
。
つ
ま
り
豊
島
本
「
盛
久
」
は

写
真
２

山
階
治
右
衛
門
に
相
伝
さ
れ
た
詞
章
を
版
本
で
補
足
し
た
も
の
と
い
う
こ

法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
豊
島
作
右
術
門
忠
次
手
沢
本
「
盛

と
に
な
る
が
、
そ
の
豊
島
本
と
整
玉
屋
本
の
同
曲
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
の
で

久
」
の
奥
書

嫉
：
：
ｌ
ド
ｗ
ｉ
ｌ
＃
１
１
‐
Ⅲ
！
…
い
…
：
．
ｌ
…
ザ
ヴ
あ
る
。

、
ヘ
．
一
『
｛
ｊ
聯
『
艸
郊
化
辻
１
一
軒
一
虹
一
一
ｕ
謄
冶
右
晴
将
は
正
一
ロ
時
代
初
期
に
協
方
と
し
て
名
前
が
見
え
る
人
物

■篝蘓１

J:i■蕊《

塾iiJiilljiiL
鰯鶯聲玖鯏
騨雪駄艫llliii

1蕊韓
灘灘治在と薑

､:ii;：認：陣
藤淺灘擁
窪鴬瑳；壁

溌
粁秤

|/ＶｉＶＬ

で

あ山
る階
･治
豊右
島衛
本門
弓Ｉ土
蝉江
丸戸
一時
の代
奥初
書期

|;lji
、方
観と
世し
宗て
節名
の前
弟が
子見
でえ

脅え
た物
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武
雄
鍋
島
家
資
料
武
雄
市
蔵
「
寛
永
九
年
「
お
は
捨
上
の
奥
書

写
真
３

階
治
右
衛
門
か
ら
相
伝
さ
れ
た
曲
が
あ
る
が
、
「
殺
生
石
」
は
卯
月
本
と
、
「
鵜
羽
」
は
光
悦
本
と
、
「
女
郎
花
」
は
光
悦
本
の
詞
章
を
卯

月
本
へ
と
改
訂
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
整
玉
屋
本
と
は
差
異
が
あ
る
の
で
、
短
絡
的
に
整
玉
屋
本
と
山
階
治
右
衛
門
を
結
び
つ
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
武
雄
鍋
島
家
資
料
武
雄
市
蔵
寛
永
九
年
山
階
治
右
衛
門
奥
書
「
お
は
捨
」
（
写
真
こ
の
よ
う
に
、
〈
整
玉
屋
本

詞
章
〉
も
含
め
ほ
ぼ
整
玉
屋
本
と
一
致
す
る
山
階
関
係
謡
本
も
存
在
し
て
い
る
。
山
階
の
謡
本
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
を
俟
ち
た
い
が
、

寛
永
期
頃
ま
で
の
観
世
流
謡
本
は
豊
島
本
の
よ
う
に
、
詞
章
の
変
化
に
対
応
す
べ
く
様
々
な
謡
本
を
転
写
し
た
り
、
そ
れ
を
も
と
に
し
た

改
訂
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
活
動
の
中
で
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
詞
章
と
整
玉
屋
本
所
収
曲
が
一
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
こ
の
謡
本
の
成
立
を
考
え
る
上
で
注
意
し
て
お
き
た
い
。

【
肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
「
観
世
黒
雲
本
謡
曲
」
と
の
関
係
】

肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
「
観
世
黒
雪
本
謡
曲
」
（
以
下
「
松
平

本
」
）
は
光
悦
流
書
体
で
版
式
が
半
葉
七
行
・
一
行
十
四
字
の
一
番

綴
整
版
本
で
あ
る
（
全
九
十
三
冊
）
。
こ
の
本
と
同
種
本
が
早
稲
田

大
学
演
劇
博
物
館
（
五
番
綴
、
十
一
冊
）
と
鴻
山
文
庫
三
番
綴
、

五
冊
〈
自
然
居
士
・
東
岸
居
士
・
接
待
・
安
宅
・
吉
野
静
〉
）
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
、
比
較
的
伝
本
が
現
存
し
て
い
る
種
だ
と
い

え
る
。
こ
の
本
は
大
半
の
冊
に
鴻
山
文
庫
蔵
黒
雪
章
句
仮
名
印
本

と
同
じ
朱
印
が
捺
さ
れ
、
全
冊
に
黒
雪
章
句
中
本
の
奥
付
と
覆
刻

関
係
に
あ
る
同
文
句
を
三
行
に
刻
し
た
有
枠
墨
印
を
押
捺
し
て
あ



５５王屋謡本の研究(二）

【
整
玉
屋
本
】
や
ま
ふ
の
床
の
露
と
も
梢
な
は
。
ち
か
ら
な
し
共
お
も
ふ
へ
き
に

右
の
含
め
、
整
玉
屋
本
と
松
平
本
の
「
清
経
」
の
本
文
は
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
光
悦
本
寄
り
、
卯
月
本
寄
り
と
い
う
微
妙
な
位
置

づ
け
こ
そ
異
な
る
が
、
整
玉
屋
本
を
光
悦
本
と
卯
月
本
の
中
間
的
位
置
に
置
く
の
な
ら
、
松
平
本
も
ま
た
同
じ
よ
う
な
位
置
づ
け
が
可
能

だ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
こ
と
は
松
平
本
の
版
面
か
ら
も
窺
え
る
。
松
平
本
の
「
当
麻
」
は
卯
月
本
・
整
玉
屋
本
、
「
藤
戸
」
は
一
箇
所
以
外
光
悦
本
と
一

致
す
る
曲
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
版
面
が
不
自
然
に
詰
ま
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
（
写
真
４
）
そ
の
箇
所
は
卯
月
本
と
一
致
す
る
詞
章
と
な
っ

て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
版
木
を
削
り
、
後
か
ら
詞
章
を
訂
正
し
た
箇
所
で
あ
ろ
う
。
そ
う
推
測
し
た
場
合
、
元
の
詞
章
は
わ
か
ら
な
い
が
、

本
と
整
玉
屋
本
と
が
完
全
一
致

一
致
す
る
（
二
段
［
ク
ド
キ
］
）
。

【
光
悦
本
］
や
ま
ふ
の
床
の
》

残
り
の
半
数
は
卯
月
本
系
の
曲
、
光
悦
本
・
卯
月
本
の
中
間
的
な
曲
な
ど
が
あ
る
が
、
整
玉
屋
本
系
（
完
全
一
致
か
、
二
箇
所
以
内
の
異

同
）
の
曲
が
十
五
曲
程
度
も
あ
る
。
た
と
え
ば
「
阿
漕
」
は
前
掲
し
た
く
整
玉
屋
本
詞
章
〉
ａ
を
含
め
、
「
班
女
」
は
同
ｑ
を
含
め
、
松
平

本
と
整
玉
屋
本
と
が
完
全
一
致
し
て
い
る
。
さ
ら
に
整
玉
屋
本
「
清
経
」
は
光
悦
本
系
の
詞
章
を
も
つ
曲
だ
が
、
一
箇
所
の
み
卯
月
本
と

月
本
に
差
異
が
な
い
曲
も
含
む
）
。

る
。
整
玉
屋
本
に
も
種
類
こ
そ
異
な
る
が
、
同
内
容
の
朱
印
・
墨
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
の
で
、
改
め
て
松
平
本
と
整
玉
屋
本
の
関
係
を
考

え
て
み
た
い
（
な
お
、
こ
れ
ら
の
印
や
奥
付
に
つ
い
て
は
次
回
詳
し
く
検
討
す
る
）
。

松
平
本
は
書
体
だ
け
で
は
な
く
、
詞
章
も
光
悦
本
系
と
言
わ
れ
て
き
た
。
光
悦
本
・
卯
月
本
・
玉
屋
謡
本
と
比
較
し
て
み
る
と
、
確
か

に
光
悦
本
・
古
王
屋
本
に
最
も
近
似
し
て
お
り
、
九
十
三
冊
の
う
ち
半
数
く
ら
い
が
光
悦
本
系
の
詞
章
で
あ
る
（
た
だ
し
、
光
悦
本
・
卯

【
卯
月
本
］
や
ま
ふ
の
床
の
露
と
も
梢
な
は
。
ち
か
ら
な
し
共
思
ふ
へ
き
に

や
ま
ふ
の
床
の
露
と
も
消
な
は
。

や
ま
ふ
の
床
の
露
と
も
梢
な
は
。

す
こ
し
の
う
ら
み
も
は
る
へ
き
に
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【
寛
永
中
本
と
の
関
係
】

寛
永
期
後
半
か
ら
慶
安
期
に
か
け
て
間
拍
子
入
り
の
中
本
が
多
く
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
謡
本
群
は
「
寛
永
中
本
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

先
行
研
究
で
は
こ
の
謡
本
群
が
玉
屋
謡
本
の
影
響
下
に
刊
行
さ
れ
た
代
表
的
な
種
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
寛
永
中
本
は
多
く
の
版
が
あ
り
、

そ
れ
ら
が
す
べ
て
同
じ
詞
章
系
統
で
あ
る
か
は
未
調
査
で
あ
る
が
、
今
回
は
こ
の
種
の
中
で
も
っ
と
も
ま
と
ま
っ
た
か
た
ち
で
現
存
し
て

写
真
４

肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
「
観
世
黒
雪
本
謡
曲
」
の
「
当
麻
」
一
丁
表
。

五
行
目
の
文
字
間
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
謡
本
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
奥
付
や
角
印
を
も
と
に
次
号
で
詳
し
く
追
究
す
る
。

光
悦
本
と
卯
月
本
と
に
異
同
が
あ
る
箇
所
な
の
で
、
前
者
か
ら
後
者

へ
訂
正
し
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

整
玉
屋
本
と
同
種
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
の
松
平
本
の
よ
う
に
光

悦
本
・
卯
月
本
両
種
の
特
色
を
も
つ
本
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
こ

の
時
代
の
観
世
流
謡
本
の
詞
章
変
遷
史
を
捉
え
る
上
で
重
要
で
あ
る

』
フ
。な
お
、
最
近
松
平
本
と
同
版
の
「
杜
若
」
が
「
青
裳
堂
書
店
古
書

目
録
」
（
平
成
二
十
七
乙
未
年
霜
月
）
で
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
本
が
興

味
深
い
の
は
、
古
玉
屋
本
と
同
じ
装
頓
で
あ
る
ら
し
い
点
で
あ
る
。

こ
の
本
に
つ
い
て
は
、
次
号
で
新
出
の
古
王
屋
本
と
と
も
に
詳
し
く

検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
松
平
本
と
前
述
の
黒
雪
章
句
本
、

そ
し
て
整
玉
屋
本
は
近
し
い
環
境
で
刊
行
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。



５７王屋謡本の研究(二）
い
る
能
楽
研
究
所
蔵
中
野
道
伴
刊
五
番
綴
本
（
以
下
「
能
研
本
」
。
十
八
冊
九
十
番
。
「
寛
永
十
年
癸
酉
二
月
吉
日
」
の
年
記
の
あ
と
に

「
道
伴
」
の
角
印
が
あ
る
）
と
整
玉
屋
本
と
を
比
較
し
て
み
た
。

整
玉
屋
本
と
能
研
本
を
比
べ
る
と
、
確
か
に
近
し
い
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
。
ま
ず
先
の
〈
整
玉
屋
本
詞
章
〉
を
比
べ
て
み
る
と
（
能
研

本
に
は
「
隅
田
川
」
「
花
筐
」
が
所
収
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
ｇ
・
ｏ
．
ｐ
は
比
較
で
き
な
ど
、
ａ
．
ｂ
・
ｅ
・
ｊ
．
ｋ
・
１
．
ｍ
．
ｎ
．

ｑ
・
ｔ
・
ｕ
が
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
を
見
る
と
、
た
し
か
に
寛
永
中
本
は
整
玉
屋
本
系
統
の
本
だ
と
い
え
そ
う
だ
が
、
こ
れ
以
外

の
七
箇
所
と
、
前
述
し
た
整
玉
屋
本
の
中
で
も
っ
と
も
独
自
性
が
強
い
「
盛
久
」
と
「
嬢
捨
」
は
能
研
本
は
卯
月
本
と
一
致
し
て
い
る
。

〈
整
玉
屋
本
詞
章
〉
に
着
目
す
る
な
ら
、
能
研
本
に
は
卯
月
本
系
統
の
曲
が
半
数
近
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
く
整
玉
屋
本
詞
章
〉
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
詞
章
全
体
を
見
て
も
能
研
本
の
三
割
程
度
が
整
玉
屋
本
系
統
と
い
え
る
曲
で
、

同
じ
く
三
割
程
度
が
卯
月
本
系
統
、
残
り
の
一
一
一
割
程
度
は
卯
月
本
・
整
玉
屋
本
間
に
異
同
が
な
く
、
ど
ち
ら
の
系
統
か
判
別
で
き
な
い
曲

と
な
っ
て
お
り
、
揃
本
全
体
か
ら
見
る
と
必
ず
し
も
整
玉
屋
本
系
統
の
謡
本
と
は
言
い
難
い
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
能
研
本
に
は
「
井
筒
」
「
東
岸
居
士
」
「
項
羽
」
の
よ
う
に
光
悦
本
系
の
曲
ま
で
含
ま
れ
て
い
る
。
前
述
の
と
お
り
、
「
東
岸
居

士
」
は
光
悦
本
と
卯
月
本
の
間
に
三
段
［
サ
シ
］
［
上
ゲ
歌
］
の
有
無
と
い
う
大
き
な
差
異
が
あ
る
が
、
能
研
本
は
光
悦
本
と
一
致
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
「
項
羽
」
は
卯
月
本
に
所
収
さ
れ
て
い
な
い
曲
で
あ
る
が
、
光
悦
本
と
整
玉
屋
本
を
比
べ
る
と
前
場
の
詞
章
に
大

き
な
差
異
が
あ
る
。
そ
の
一
例
を
挙
げ
る
（
四
段
［
問
答
］
）
。

【
光
悦
本
］
シ
テ
、
い
や
船
賃
と
申
せ
は
と
て
餘
の
儀
に
て
も
候
は
国
こ
そ
。
か
程
迄
お
ほ
く
刈
持
た
ま
ふ
草
花
を
な
と
一
も
と
給

は
り
候
は
い
そ
ワ
キ
、
あ
ら
や
さ
し
や
候
。
安
き
間
の
事
何
れ
の
草
華
に
て
も
召
れ
候
へ

【
整
玉
屋
本
】
シ
テ
、
い
や
船
賃
と
申
せ
は
と
て
別
の
子
細
の
有
へ
き
か
・
そ
れ
ほ
と
お
ほ
き
草
花
を
な
と
一
も
と
給
は
り
候
は
い

そ
ワ
キ
、
や
さ
し
く
も
承
候
物
か
な
何
れ
に
も
あ
れ
召
れ
候
へ
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以
上
、
先
行
研
究
で
整
玉
屋
本
の
関
係
が
深
い
と
い
わ
れ
て
い
る
本
と
の
比
較
を
と
お
し
て
、
こ
の
本
の
性
格
を
考
え
て
み
た
。
こ
の

結
果
か
ら
言
え
る
こ
と
は
整
玉
屋
本
の
独
自
性
と
呼
び
う
る
〃
個
性
“
は
存
在
す
る
が
、
そ
れ
は
一
揃
の
謡
本
全
体
に
及
ぶ
も
の
で
は
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
”
個
性
“
が
必
ず
し
も
後
代
の
謡
本
に
継
承
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

前
述
の
と
お
り
、
寛
永
中
本
に
は
多
く
の
版
が
あ
る
の
で
、
能
研
本
だ
け
の
比
較
で
は
確
定
的
に
は
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な

く
と
も
能
研
本
は
王
屋
謡
本
系
と
も
卯
月
本
系
と
も
呼
び
う
る
本
な
の
で
あ
る
。

以
上
、
光
悦
本
・
卯
月
本
を
は
じ
め
と
す
る
江
戸
時
代
初
期
観
世
流
謡
本
刊
本
と
の
比
較
を
通
し
て
、
玉
屋
謡
本
の
特
徴
を
考
え
て
き

た
。
本
稿
に
お
け
る
考
察
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
二
点
に
な
る
。

①
古
王
屋
本
は
光
悦
本
系
の
謡
本
で
あ
る
。

②
整
玉
屋
本
に
独
自
性
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
〃
玉
屋
謡
本
系
“
と
い
う
系
統
を
想
定
す
る
必
要
は
な
い
。

①
は
、
先
行
研
究
の
見
解
を
大
き
く
修
正
す
べ
き
指
摘
だ
と
い
え
る
。
先
行
研
究
で
は
古
王
屋
本
が
王
屋
謡
本
系
の
代
表
的
な
本
と
考

え
ら
れ
て
き
た
が
、
第
一
節
で
論
じ
た
通
り
、
古
王
屋
本
は
明
ら
か
に
光
悦
謡
本
系
の
謡
本
で
あ
り
、
活
字
書
体
こ
そ
異
な
る
が
謡
本
の

こ
の
よ
う
に
部
分
的
な
言
葉
の
入
れ
替
え
に
と
ど
ま
ら
ず
、
か
な
り
本
文
を
改
訂
し
て
い
る
が
、
能
研
本
は
こ
の
箇
所
だ
け
で
な
く
曲
全

体
が
光
悦
本
の
詞
章
と
一
致
す
る
。

以
上
の
比
較
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
寛
永
中
本
は
必
ず
し
も
整
玉
屋
本
系
統
で
は
な
い
と
い
え
る
。
た
し
か
に
整
玉
屋
本
の
特
色
を
看

取
で
き
る
が
、
そ
れ
は
曲
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

小
括
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そ
し
て
三
つ
目
は
整
玉
屋
本
の
よ
う
に
「
光
悦
本
と
卯
月
本
の
中
間
的
な
性
格
」
を
も
つ
謡
本
は
ほ
か
に
も
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
松
平
本
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
初
期
に
編
ま
れ
た
謡
本
は
光
悦
本
系
や
卯
月
本
系
と
い
っ
た
よ
う
に
、
｜
つ
の
系
統
に
収
ま
る

こ
と
は
な
く
、
一
曲
ご
と
に
詞
章
の
特
色
が
異
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
謡
本
を
一
セ
ッ
ト
単
位
で
捉
え
た
場
合
、
光
悦
謡
本
と
卯
月
本
の

中
間
的
性
格
の
本
は
複
数
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
整
玉
屋
本
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

謡
享
受
者
は
江
戸
時
代
初
期
の
詞
章
の
変
化
に
対
応
す
べ
く
、
新
し
い
謡
本
を
入
手
し
、
書
写
し
て
い
る
。
卯
月
本
の
底
本
と
さ
れ
る

鴻
山
文
庫
蔵
石
田
友
雪
手
沢
本
で
あ
っ
て
も
卯
月
本
と
は
差
異
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
時
代
の
観
世
流
の
詞
章
は
微
細
の
変
化
を
続
け

て
い
た
。
こ
の
時
代
の
版
本
も
写
本
と
同
じ
よ
う
に
そ
の
変
化
に
応
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
松
平
本
の
詞
章
の
訂
正
も
ま
る

内
容
面
は
、
光
悦
本
の
異
本
の
一
つ
だ
と
断
言
で
き
る
の
で
あ
る
。

②
に
関
し
て
は
慎
重
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
江
戸
時
代
初
期
の
観
世
流
謡
本
三
系
統
の
一
つ
〃
王
屋

謡
本
系
統
“
の
存
在
に
懐
疑
的
な
見
解
を
示
し
た
の
に
は
、
次
の
三
つ
の
理
由
が
あ
る
。

一
つ
目
は
そ
も
そ
も
光
悦
本
と
卯
月
本
に
詞
章
の
性
格
が
決
定
的
に
異
な
る
ほ
ど
の
乖
離
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
光
悦

本
と
卯
月
本
と
の
間
に
は
コ
ト
バ
部
分
を
中
心
に
差
異
が
あ
る
が
、
異
同
が
な
い
曲
も
あ
る
。
そ
の
両
本
の
〃
中
間
“
を
考
え
る
必
要
性

は
今
回
の
調
査
か
ら
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

二
つ
目
は
整
玉
屋
本
の
詞
章
が
。
系
統
」
と
し
て
後
代
の
謡
本
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
玉
屋
謡
本
系

の
代
表
的
な
本
と
考
え
ら
れ
て
い
た
寛
永
中
本
は
、
確
か
に
整
玉
屋
本
の
特
色
を
継
承
し
て
い
る
が
、
そ
の
影
響
は
一
部
の
曲
に
留
ま
っ

て
い
る
。
寛
永
中
本
全
体
が
必
ず
し
も
整
玉
屋
本
の
詞
章
を
受
け
継
い
で
お
ら
ず
、
卯
月
本
・
光
悦
本
の
混
合
体
と
し
て
存
在
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
現
段
階
で
整
玉
屋
本
と
近
似
し
て
い
る
本
が
黒
雪
章
句
中
本
だ
け
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
を
〃
玉
屋
謡
本
系
“
と
呼
ぶ
こ
と
に

の
で
あ
る
。
現
段
唯

は
祷
踏
を
覚
え
る
。
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で
版
本
を
写
本
の
よ
う
に
改
訂
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
し
、
古
王
屋
本
を
切
り
貼
り
し
て
版
下
を
作
っ
た
整
玉
屋
本
の
刊
行
方
法
も
、
写

本
の
改
訂
方
法
と
親
し
い
側
面
が
あ
る
。
こ
う
し
た
詞
章
変
遷
の
運
動
を
捉
え
る
た
め
に
は
、
王
屋
謡
本
系
と
い
う
一
系
統
を
想
定
す
る

必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
一
系
統
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に
こ
の
時
代
の
観
世
流
謡
本
に
お
け
る
詞
章
変
遷
の
多

様
性
を
わ
か
り
に
く
く
し
て
し
ま
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
詞
章
の
系
統
と
い
う
も
の
は
、
セ
ッ
ト
ご
と
に
定
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
｜
曲
ご
と
に
異
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
考
え

て
み
れ
ば
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
光
悦
本
・
卯
月
本
・
玉
屋
本
と
い
う
三
系
統
の
捉
え
方
は
、
あ
た
か
も
揃
本
ご
と
に

詞
章
系
統
が
定
ま
っ
て
い
る
か
の
ど
と
く
錯
覚
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
江
戸
時
代
初
期
観
世
流
謡
本
の
見
取
り
図
を
全
否

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
変
化
の
様
相
を
捉
え
る
た
め
に
は
、
光
悦
本
と
卯
月
本
と
い
う
二
つ
の
み
を
軸
に
す
る
の
が
的
確
で

あ
る
と
思
え
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
②
に
つ
い
て
は
、
今
回
十
分
に
検
討
し
て
い
な
い
〃
節
〃
の
異
同
に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
結
論
を
急
が
ず
、
次
稿
以
降
も
引
き
続
き
検
討
し
た
い
。

（
未
完
）


